
第４部門 
『地域福祉まちづくりの現状と実践的展開』 
（平成 17年７月発行） 

  Ａ４ 102ページ 
 
本書は，地域福祉まちづくりの事例として，秋田県秋田市の福祉のまち
づくり，千葉県松戸市のバリアフリーの実践活動に関して，研究を行っ
たものである．福祉のまちづくりの始動期から成熟期までのプロセスを
詳細に分析している． 
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